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屋台村・お休み処

令和7年度第44回 南部杜氏の里

　地域伝統行事の次世代への継承及び石鳥谷地域の活性化に

資することを目的に石鳥谷地域住民総参加でつくり上げており

ます「石鳥谷まつり」は、令和元年に第40回目を迎え、今年で44

回目を開催する運びとなりました。

　第44回目となる今年は、南部流の山車、神輿、民俗芸能、保育

園児・小中学生による芸能や音楽演奏など参加団体の皆様のご

協力の下、より賑やかに開催いたします。

　出る人、見る人、みんなが一緒になって楽しいまつりのひとと

きを過ごしていただきたいと存じます。

９月８日㊊・9日㊋

９月10日㊌

日時：９月８日㊊～10日㊌
       13：00 ～ 20：30

場所：菓匠丸文横 商店街駐車場
※お祭り期間中、車の駐車はできません。

お祭り広場
  文化タクシー前～駅口交差点

9月8日（月）～10日（水）

9月7日（日）

8日（月）

9日（火）

10日（水）

      

（　　　　　　　　　　　　　）

主催：石鳥谷まつり実行委員会
花巻市・花巻商工会議所石鳥谷支所・（一社）花巻観光協会
石鳥谷町芸術文化協会・石鳥谷町女性団体連絡協議会
花 巻 市 防 犯 協 会 石 鳥 谷 総 支 部 ・ 花 巻 農 業 協 同 組 合

現地本部：まちの駅いしどりや酒蔵交流館前

本部臨時電話：0198ー45ー5128（8日～10日のみ）

お問い合わせ：花巻商工会議所石鳥谷支所 ☎45－4488

石鳥谷まつり行事案内

※雨天の場合、演奏は中止します。また、演舞の団体によっては中止する

場合があります。

※出店の場所は、P5の「9月10日 石鳥谷ま
　つりパレード 各参加団体 演奏指定場所
　位置図」でご確認下さい。

場所：①旧宝峰跡地臨時駐車場東側
          （県道中寺林犬渕線側）

場所：②県道中寺林犬渕線東側
          （文化タクシー前～岩手銀行前）

13：00～21：00

13：00～21：00

17：00～（熊野神社）　

19：00～21：00

13：00 （熊野神社出発）

13：00～21：00

13：00～21：00

12：55～（本部前）

13：05～

13：20～

13：35～

13：50～

14：05～

14：20～

14：55～

15：15～

15：30～

15：50～

16：10～

16：30～

17：15～

17：35～

17：50～

20：50 終了
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前夜祭・安全祈願祭

山車自由運行　　　　　　　

熊野神社神輿渡御　　　　　　　　

山車自由運行　　　　　　　

山車自由運行　　　　　　　

石鳥谷まつりパレード（※演舞等の時間や場所の詳細はP5でご確認下さい）

●実行委員会会長・名誉会長挨拶

●八幡保育園山車・神輿パレード

●いしどりやこども園山車パレード

●八重畑保育園田植え踊り

●新堀保育園さんさ踊りパレード

● 新堀小学校・八幡小学校ダンス

●山車移動

●石鳥谷小学校手踊り・石鳥谷中学校吹奏楽

●八重畑小学校鼓笛隊パレード

●宮城大学すずめ踊り

●春日流八幡鹿踊・五大堂神楽

●ふるさとさんさパレード

●手踊りパレード

●神輿パレード

●山車パレード出発式

●山車パレード

●山車・神輿自由運行

露  店

－ 1 －



－ 2 －

※「江戸神輿愛好会鵬睦」の運行は山車・神輿

　自由運行の時間帯となります。

石鳥谷まつりパレード参加団体 （敬称略・順不同）

（４団体）●地域内保育園

●鹿踊り・さんさ踊り

指 定 演 舞 場 所

酒 蔵 交 流 館 前

ぷ ら っ と 前

酒 蔵 交 流 館 前

●地域内小・中学校 （５団体）

参 加 団 体 名

１

２

３

４

5

（鼓笛隊）「校歌」、「 聖者の行進」
畠辰商店前～

薬師堂橋までパレード

（ダンス）「Mela !」

（ダンス）「神楽」

出 演 内 容 指定演奏場所

ぷらっと前

ぷらっと前

酒蔵交流館前

酒蔵交流館前（吹奏楽）

（手踊り）「新いしどりや音頭」

参 加 団 体 名

１

２

３

４

山車
㈲花のエース前～

ぷらっと前までパレード

㈲花のエース前～
ぷらっと前までパレード

㈲花のエース前～
ぷらっと前までパレード

山車・神輿　

出 演 内 容 指定演舞場所

酒蔵交流館前

さんさ太鼓・さんさ踊り

田植え踊り

●神　輿 ●手踊りパレード 
（曲目）

　「新いしどりや音頭」「石鳥谷うかれ音頭」

（パレード区間）

　 畠辰商店前～薬師堂橋

（２団体）

参　加　団　体　名

１

２

ル ン ビ ニ ー 若 連

江 戸 神 輿 愛 好 会 鵬 睦

いしどり や こども 園

八 幡 保 育 園

新 堀 保 育 園

八 重 畑 保 育 園

（４団体）

参 加 団 体 名

１

２

３

４

春 日 流 八 幡 鹿 踊 保 存 会

五 大 堂 神 楽

宮 城 大 学「 娘 す ず め。」

ふ る さ と さ ん さ 会

八 重 畑 小 学 校

石 鳥 谷 小 学 校

八 幡 小 学 校

新 堀 小 学 校

石 鳥 谷 中 学 校

畠辰商店前 ～ 駅口交差点までパレード

「じょいふる」
「ビビデバ」ほか
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●南部流山車
（５団体）

順番 参加団体名 風　　流　　名 見　　返　　し

雨 の 五 郎

義 経 八 艘 飛 び

桂 川 力 蔵

碇 知 盛

鬼 若 丸

　 　 禿 　 　

巴 御 前

玉 屋

典 侍 局

八 重 垣 姫

西 組

上和町組

下 組

中 組

上 若 連

１

２

３

４

５

あめ　　　　   の　 　　　　　ご 　 　　 ろう

よし　　つね　　　はっ　 　 そう　 　 と　　　び

かつら      が わ 　 　 り き 　   　 　 ぞ う

いかり　 　　　　　　とも 　 　 　 　 　 　 も り

おに　　　　　　　　 わか　　　　　　　　　まる

           　　　　　　　　かむろ

ともえ　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　ぜん  

  たま　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　    や

   す　　　　　け　　　　　の　　　　　　　　　　つぼね

   や　 　 　 　 　 　 え　　　　　　がき　 　 　 　 　 ひめ

南部流山車5団体紹介

西組 雨の五郎（あめのごろう）

禿（かむろ）

○風 流 名

○見 返 し

○説　  明

　曽我十郎・五郎の兄弟が、幼少より１８年の苦労を重ね、ついに父の仇である工藤祐経

（くどうすけつね）を討った物語は、江戸の地においてとりわけ男たちに好まれました。とりわ

け豪胆で荒 し々い五郎は、英雄として称賛を集めました。

　本場面では、傘をさし下駄を履いた曽我五郎が、大磯の廓（おおいそのくるわ）にいる恋

人「化粧坂の少将」と呼ばれる女性に会いに向かう途中の一幕です。五郎は道すがら、恋

人を募らせながら懐から恋文を取り出して読み返しています。そこへ酔った男たちが絡んで

きますが、五郎は軽くあしらい、男たちを難なく投げ飛ばします。何事もなかったかのように、そ

のまま大磯を目指し歩みを進めるーそんな粋で颯爽とした場面となります。

　見返しは禿。禿とは、遊女に仕える少女であり、主に身の回りの世話を務める存在です。

赤い着物に若梅の刺繡をあしらった華やかな装いが特徴的です。

　本場面では、彼女が遊女から預かった手紙を届けに向かう様子の場面となります。

上和町組 義経八艘飛び（よしつねはっそうとび）

巴御前（ともえごぜん）

○風 流 名

○見 返 し

○説　  明

　源平最大の戦い「壇ノ浦の合戦」。鵯越の逆落としで平家軍を攻め入り、勢い付く源氏軍

は戦いの場を壇ノ浦へと移ります。海の戦いを得意とする平家軍は、大量の船と兵士で源氏

軍に応戦します。平家軍の猛戦に義経は苦戦します。船も兵士も平家軍の数に及ばない源氏

軍。義経は気転をを利かせ敵船の漕ぎ手を次 と々打ち射り、戦いの潮目が源氏軍に傾きます。

源氏軍は、ここぞとばかり敵軍の船に攻め入ります。

　義経は、思い鎧を身につけながらも敵から放たれる矢を「ひらりひらり」とかわし、八艘もの船

を飛び越え、みごと大勝利を収めるのでした。

　見返しは巴御前。色白で髪が長く、たいへんに美しい顔立ちで気品薫る巴御前は、幼なじみ

の源義仲の武芸の稽古相手を務め、武術、馬術を認められると平氏討伐に従軍。

　色鮮やかで美しい甲冑を身に着け、勇猛に荒馬を乗りこなす姿に「一人当千の兵なり」と称

されました。
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上若連

下組

中組

桂川力蔵（かつらがわりきぞう）

玉屋（たまや）

○風 流 名

○見 返 し

○説　  明

　歌舞伎の「櫓太鼓成田仇討」（やぐらだいこなりたのあだうち）と言う世話物で、「成田の

仇討」「桂川力蔵」とも言う。

　力士の仇討ち物語。以前に師匠を討ち立退いた斉藤大八が滝見山大八と名乗る力士

となり、茨城明神の角力（すもう）で雲の戸を禁じ手の逆手で倒すが、雲の戸の遺児重次郎

が後に力士となり、桂川力蔵と名乗り滝見山を討つために成田山に七日間の断食祈願を

し、不動明王から大力を授かり大岩を抱える場面です。後に滝見山を土俵で討ち、親の仇

を晴らしました。

　見返しは、歌舞伎や日本舞踊に登場する「玉屋」です。江戸でしゃぼん玉を売り吹いて

見せる大道芸人でもあります。

鬼若丸（おにわかまる）

八重垣姫（やえがきひめ）

○風 流 名

○見 返 し

○説　  明

　平安時代末期、紀州田辺（和歌山県田辺市）に生まれた鬼若丸は、小さいころから体が

大きく暴れん坊であったことから、比叡山延暦寺に預けられました。延暦寺西塔で稚児（僧

侶に近侍して身の回りの世話をする童子）として暮らしていましたが、学問をせず他の小坊

主達に乱暴を働くなどして周りの僧侶達を困らせていました。そんな鬼若丸ですが、実は心

優しいところもあり、人を助ける面も持ち合わせていました。ある時期、比叡山横川の池で身

の丈八尺（2.4m）もある巨大な暴れ鯉がおり、女子供を襲い人々に恐れられていました。そ

れを聞いた鬼若丸は単身で池に飛び込み、短刀一つで激闘の末、見事暴れ鯉を退治しま

した。偉業を成し遂げた鬼若丸は、後に武蔵坊弁慶として源義経に仕えて大活躍しました。

　見返しは八重垣姫。浄瑠璃および歌舞伎の演目である「本朝廿四孝」に登場する架空

の人物です。上杉謙信の娘として設定され、武田勝頼の婚約者であり、勝頼を慕い後の危

難を救う為に諏訪湖を渡る場面が有名です。

碇知盛（いかりとももり）

典侍局（すけのつぼね）

○風 流 名

○見 返 し

○説　  明

　源平最後の合戦と言われる壇ノ浦の戦いにおいて平家方の勇将、平知盛は源義経率いる

源氏軍と熾烈な海鮮を繰り広げたが義経の采配の前に奮戦むなしく平家は敗北。

　平家一門の武将や女性達は最期を悟り次 と々壇ノ浦へ身投げしていった。平家方が奉る

わずか六歳の安徳天皇も祖母にあたる二位尼に抱き抱えられ「浪の下にも都の候ぞ」と言い

聞かされて入水した。かつて栄華を誇った平家の滅亡まで全てを見届けた知盛は「見るべきほ

どの事は見つ」と言い放ち、錘に鎧二領を身に着け遂に壇ノ浦の浪底へと散っていったのであ

る。後世にてこの鎧が碇を担ぐ姿に置き換わり、碇知盛として現在まで語り継がれている。

　本作は碇と共に海底に沈んでなお竜神を伴い、平家再起の時期を狙う知盛の執念の姿を

描いた。

　見返しは、典侍局。壇ノ浦にて入水して亡くなったとされた平知盛や安徳天皇が実は生き延

びていて、密かに義経に復讐を企てるというのは歌舞伎の「義経千本桜 渡海屋・大物浦の

段」である。安徳天皇の乳母である典侍局は知盛と共に安徳天皇を守りながら義経への復讐

の機会を狙う。しかし義経は知盛らの正体を見抜いており、復讐は失敗してしまう。典侍局はそ

のことを知り安徳天皇と共に入水しようとするが義経らに引き留められる。義経は安徳天皇の

身を助け守ることを誓う。それに安堵した典侍局は自害を果たす。



観覧の注意事項

北

上

川

1

2 まつり本部

パレード
スタート地点

保育園児パレード終了地点

第1放送席

第2放送席
保育園児パレードスタート地点

パレード終了地点

パレード終了地点

P1

P2旧宝峰跡地

文化タクシー

ビバハウス
運動公園

岩手銀行

北日本銀行

大正橋

（畠辰商店前）

（小さな百貨店ぷらっと前）

（駅口交差点前）
※各団体によりパレードの　出発・終了地点が　異なります

（薬師堂橋）

まちの駅いしどりや
酒蔵交流館前

菓匠丸文

②露店エリア
　　(10日）

W.C.

W.C.

W.C.

◎ご観覧の際には、こまめな水分補給等の熱中症対策の実施を忘れずにお願いいたします。

◎発熱等体調がすぐれない場合は、ご観覧をご遠慮ください。

◎お休み処（菓匠丸文横商店街駐車場）やおまつり広場（文化タクシー～駅口交差点）にゴミ箱は

　ありません。ゴミは各自でお持ち帰りください。

◎道路や歩道に座っての飲食はご遠慮下さい。飲食の際にはお休み処をご利用下さい。

◎小型無人機（ドローンなど）の使用は、全面禁止といたします。
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屋台村・お休み処

①露店エリア  （8日・9日）

9月10日 石鳥谷まつりパレード

各参加団体  演奏指定場所 位置図

ダンス演舞

山車移動

手踊り演舞

鼓笛隊パレード

民俗芸能演舞

ふるさとさんさパレード

手踊りパレード

神輿パレード

山車パレード出発式

山車パレード

山車・神輿自由運行終了 　

……八幡小学校

……石鳥谷小学校

……八重畑小学校

……五大堂神楽

……ふるさとさんさ会

……女性団体他 　

14：05～

14：20～

14：55～

15：15～

15：50～

16：10～

16：30～

17：15～

17：35～

17：50～

20：50

①小さな百貨店ぷらっと前

駐車場のご案内 

P1 : ビバハウスいしどりや

P2： 旧宝峰跡地

実行委員会会長・名誉会長挨拶

山車・神輿パレード

山車パレード

田植え踊り演舞　

さんさ踊りパレード

ダンス演舞

山車移動

吹奏楽演奏

すずめ踊り演舞

民俗芸能演舞

山車・神輿自由運行終了 　

……八幡保育園

……いしどりやこども園

……八重畑保育園

……新堀保育園

……新堀小学校

……石鳥谷中学校

……宮城大学「娘すずめ。」

……春日流八幡鹿踊

12：55～

13：05～

13：20～

13：35～

13：50～

14：05～

14：20～

14：55～

15：30～

15：50～

20：50

②本部（酒蔵交流館前）



ご協力ありがとうございました。

（社医）啓愛会 宝 陽 病 院

岩手日報石鳥谷センター㈱平藤

花 巻 農 業 協 同 組 合

岩 手 標 識 ㈱ ㈱ 佐 賀 建 設

◎交通規制中、路線バスは石鳥谷バイ

　パスを通行します。

◎混雑が予想されますので、車はでき

　るだけ「迂回路」をご利用ください。

◎案内図のほか、交通事情により、臨時

　規制が行われることがありますので、

　警察官、係員の指示に従ってください。

㈲ 菓 匠 丸 文

㈱ 花 巻 事 務 機

㈾ 川 村 酒 造 店

丸 大 食 品 ㈱ 岩 手 工 場

㈱ 東 華 商 会

㈱ 盛 岡 南 ゴ ル フ 倶 楽 部

協賛社ご芳名 （順不同・敬称略）令和7年8月19日現在

交通規制と駐車場のご案内

秋 柴 重 機 ㈱

石 鳥 谷 Ｃ Ａ Ｔ

㈱ 伊 藤 組

え ふ え む 花 巻

㈱キクコ－ストア石鳥谷店

銀 河 フ ー ズ ㈱

さとう消化器科内科クリニック

関 庄 糧 穀 ㈱

東 北 資 材 工 業 ㈱

花巻ケーブルテレビ

㈲ 丸 石 産 業

㈱石鳥谷観光物産㈱イクトサービス イクト保険㈱ ア ト ム 物 産アツデン㈱岩手工場

石 鳥 谷 郵 便 局石鳥谷中央通り商店街振興会いしどりや 整 骨 院いしどりや熊野神社

㈱ N ・ S A S岩 手 日 日 新 聞 社(公社)岩手県公共嘱託登記土地家屋調査士協会㈱岩手銀行石鳥谷支店

㈲ 神 山 工 業金子整形外科医院活 版ディーアイ㈱㈱オイカワ製作所

共和熱処理㈱岩手工場協 栄 テ ッ ク ス ㈱㈱北日本銀行石鳥谷支店菊 忠 印 刷 ㈱

サテライト石 鳥 谷㈱ 坂 田 管 機 材(社福) 光 林 会㈱ 鋼 商

世紀東急工業㈱岩手営業所ショートステイ よろこび三 和 設 備 工 業 ㈱㈲ サト ウ 製 作 所

㈱ Ｔ Ｓ Ｄ㈱中央コーポレーション高 田 工 業 ㈱タ イ ヨ ー ㈱

㈲ 畠 山 造 園 土 木日 興 電 気 ㈱㈲中村測量設計事務所㈱ 長 澤 工 務 店

マックスバリュ石鳥谷店㈱ 富 士 電 業 社花巻信用金庫石鳥谷支店

(宗）立正佼成会花巻教会

前田道路㈱東北支店
Ｒ7北上管内舗装補修工事

㈱ 理 水 興 業㈲ 宮 川 写 真 館㈱ み ちのくクボタ

㈲菓匠丸文横の中央通り商店街駐車場は、石鳥谷まつり開催期間

中、屋台村及びお休み処を開設する為、下記の期間は駐車場とし

て使用できませんので、臨時駐車場をご利用頂きますようご理解と

ご協力の程宜しくお願い致します。 

●期　間：令和７年９月７日（日）～令和７年９月１１日（木） 

●臨時中央通り商店街駐車場：
★花巻信用金庫石鳥谷支店・北日本銀行石鳥谷支店の県道側各６台

お知らせ（中央通り商店街駐車場をご利用の方へ）

－ 6 －

（文化タクシー前～駅口交差点）
※雨天の場合でも車両通行止めとなります。

車両通行止

12：50～21：00

9月10日（水）
４

七福神南側空地旧宝峰跡地西側

 放送席
（小さな百貨店ぷらっと前）

大迫石鳥谷行

志和口

熊野神社

至
紫
波

石
鳥
谷
バ
イ
パ
ス

大正橋

  文化
タクシービバハウス

運動公園

  文化
タクシービバハウス

運動公園

市
道
新
石
町
線

県
道
中
寺
林
犬
渕
線

石
鳥
谷
駅

至大瀬川

至花巻温泉

医療センター前

紫
波
行

至
紫
波

至
北
上

道
の
駅

岩手銀行

車両通行止め 迂回路

駐車場

中央通り商店街臨時駐車場

交通規制のバス路線

バス停留所 トイレ自動車混雑予想区域

花巻商工
会議所
石鳥谷支所

石
鳥
谷
北
上
行

４

臨時バス停臨時バス停

臨時バス停臨時バス停

銀行

本　部
（酒蔵交流館前）

屋台村・お休み処
（お祭り期間中、車の

  駐車はできません）

菓匠丸文菓匠丸文
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